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ロンサー一ルの『讃歌集』研究
? ?
勇
　フランス・ルネサンス最大の詩人ピエール・ド・ロンサールPierre　de　Ronsard（1524－1585）
は本年，没後400年を迎えて，世界各国で盛大な催しが持たれ，ロンサールの文学活動の重要性が
再確認されると同時に，従来あまり手をつけられなかった面からも彼の活動が検討され，これを機
に一段とPンサール研究の進展が期待される。
　ロンサールはあらゆることを試み，どの分野でも成功をおさめた。その手初めは，1550年のrオ
ード四部集』Les　quatre　premiers　livre　des　Odesがフランス詩に革新をもたらしたことであ
る。94篇のオードからなるこの詩集は，プレイヤード派の盟友ジョアシャン・デュ・ベレーが，同
派の宜言書rフランス語の擁護と顕揚』（1549）において，「フランス詩の女神に未だ知られていな
いかのオードを，ギリシア・ローマの音に調和するリュートでもって歌え」と叫んだとおり，メラ
ン・ド・サン＝ジュレー　（1491－1558）を中心とする旧詩派への挑戦であった。『オード四部集』
は詩人は神の言葉を民に伝える聖職者であること，古代人を原典から直接に模倣することを主張
し，仔情詩の豊饒な着想で注目を浴び，フランス詩にさまざまな革新をもたらして，16世紀詩の歴
史上最大の事件となった。『オード集』再版（1552）におさめられた名作「ミシェル・ド・ロピタ
ルへのオード」Ode　b　M量chel　de　L’Hospita1がPンサールのこうした詩観を十分に示している。
　続いて，1552年の『恋愛詩集』Les　Amoursは，同時代の大作曲家セルトン，グーディメル，
ジャヌカンの曲がそえられ，詩と音楽の結びつき，音と意味の一致をめざし，ソネをフランスに定
着させた功績は大きい。かくて，ロンサールはヨーロッパの詩王と仰がれるにいたった。しかし
r恋愛詩集』はあまりに格調高く，難解な詩（＜docte　obscurit6＞〔学識深い難解〕と呼ぼれた）
という批判を浴びたこともあり，翌年5月の増補第2版では，全欧に名声をはせたユマニストのマ
ルク＝アントワーヌ・ミュレ（1526－1585）の註釈がそえられた。これは当時のユマニストが古典
古代の優れた作品につけた註釈と軌を一にするものであって，神話の用法の解説に重点が置かれ
た。ただし，この第2版の直前の4月に，くだけ過ぎて卑狼な調子さえおびたr遊楽集』Livret
de　Folastriesを匿名で発表している。古典古代作家の作品を模倣しているとはいえ，大詩人であ
れぽこういうものも書けるし，また書かねぽならぬということを見せたかったものと思われる。し
かし，これは後に非難を浴びる結果となった。とにかく，彼は軽妙なものを書くために壮重なもの
を犠牲にしようとは考えなかったし，その逆もしなかった。1511年には『続恋愛詩集』Continuation
des　Amoursを発表し，『恋愛詩集』の試みがあまりにも学問的であったことの反省からか，もっ
とくだけた文体＜style　bas＞で歌おうと努める。さらに，この成功に気をよくした彼は，翌1556
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年に『新続恋愛詩集』Nouvelle　Continuation　des　Amoursを発表している。これだけを見る
と，今なおロンサールをもっぱら恋愛詩人と考える狭い見方が妥当なように思われるが，ところが
そうではない。すでに1554年には叙事詩『フランシァード』La　Franciadeの構想を練っていた
し，『叢林集』Le　Bocage（1554），『雑詠集』Meslanges（1555）をも発表しているし，これから
問題にする『讃歌集』が華やかな恋愛詩とほぼ時を同じくし丁発表された。
　1555年にはPンサールのきわめて意欲的な作品r讃歌集』Les　Hymnes　de　Pierre　de　Ronsard，
Vandomois：ATresillustre　et　Reverendissime，　Odet，　Cardinal　de　Chastillonが世に出
る。
チヤールよ，初期には誰からも言われたもの
　　　　た　み「素朴な民衆にはあなたの詩は難鯉すぎる」と。
今では誰もが言う，「あなたは昔と逆にあまりに卑俗に語ってはぽからない」と（1）。
とロソサールが言っているように，アンジューの田舎娘のマリーに宛てたやわらかい恋愛詩を書い
ていた頃である。1555年から1556年にかけては，ロンサールの創作力がきわめて旺盛で，同時期に
性格の相反する作品を書いており，ユマニストの多面性をめざすロンサールが，異った題材を意図
的に両立させ，交錯させようと努めた頃である。多様性と同時性がロンサールの詩人としての生き
方の特色である。
1．「讃歌」Hymneの歴史
　「讃歌」とはギリシア語の9Ptvog，　oり（δ），それから作られたラテン語のhymnus一から来たもの
で，本来は「歌J一を意味し，それから，広い意味での宗教的な歌となり，神や英雄を讃えたり，結
婚の歌となったり，・葬儀の歌にもなった。このように神ないしは英雄を歌い，宗教的典礼としばし
ぼ結びっく「讃歌」は詩の最も古い形式の一つである。ギリシアでは合唱詩がこの宗教的伝統を最
も良く保持した。例えぽ「アポローン讃歌」，「バッロス讃歌」等々である。　　　’
　「讃歌」がフラソス語になったのは俗ラテン語の「宗教歌」の意味の教会用語hymnusを経たの
であり，すでに1120年頃ジ『ヶンブリッジの詩篇集』のなかにYmneという綴字でこの’語は使用
されている。
　と咋かく，古代人の間では神々や英雄を讃えて典礼と結びつくのが多かったバビロニヤやエ’ジプ
トの讃歌，「ヴェーダー讃歌」，系ホメーロス讃歌」，「オルペウス讃歌」等々の讃歌は歌われ，踊り・
をともなうものであり。時代が下ってテルパンドロス　（前7世紀前半），ステーシコロス　（前7－
6世紀）』はもとより，ピγダロス（前522または518－442または438）においてもその伝統は維持
されたが，アレキサンドリア時代になると，・「讃歌」は純粋に文学的なものになり，学問的ないし
は哲学的神話からとった主題を発展させる。この典型が詩人カリマコス　（前305頃→240頃）であ
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る。ローマでは「讃歌」は大して愛用されなかった。ヴェーダー風の宗教的讃歌は’『聖書』の幾書
かに再現する。形体からも対象からもその典型は「詩篇」である。
2．「讃歌」とロソサール
　Pンサールは「讃歌」に対しどういう立場を取ったかというと，彼は中世の伝統を跳び越えて，
カリマコスと結びついたのであって，彼自身が
「讃歌」はギリシア人により最初に創られた。
カリマコスは「讃歌」にたっぷり与えた，光と
輝きと誉を。良き神々よ！　どんな心地良さを，
どんな親密な快楽を心のまわりに感じることか，
彼の『デロス』を読むときや，彼の竪琴が
ラートーナの二人の子供アポローンとその妹や，
パラースの沐浴や，ケーレースやユーピテルを響かせるとき！
（〔第7次〕『綜合作品集』第七巻「讃歌集」序詞，1－7行（2））
と言っている。
　ロンサールが創造したとは言わないまでも，フランス詩において「讃歌」を定着させたのは彼で
ある。古典古代や中世の「讃歌」と違ってあらゆるものを題材に選ぶロンサールの「讃歌」はユニー
クなもので，この意味では彼は創造者の名に恥じない。16世紀最初の大詩人クレマン・マロ（1496
－1544）もこれを試みていないし一ソネをフランスで最初に実用化したのは彼だが一16世紀前
半に出た幾つかの詩法書にも「讃歌」への言及はない。トマ・セビエの『詩法』（1548）も，ジョ
アシャン・デュ・ベレーのrフランス語の擁護と顕揚』（1549）も，さらに下ってジャック・ペル
ティェ・デュ・マンの『詩法』（1555）も，第2部で「エピグラム」，「ソネ」，「オード」にそれぞ
れ1章を割き，「書簡詩」，「エレジー」，「風刺詩」にも言及しているが，「讃歌」にはふれていな
い。16世紀も終りに近づくと，「讃歌」が論じられるようになる。　ピエール・ド・ローダン・デガ
リエ（1575－1629）の『詩法』（1597）の第3の書第4章「讃歌」では
讃歌は「称賛する」を意味するギリシア語の，5pev6e（Vから派生した詩の一ジャンルである……
「讃歌」は神々の讃辞にのみふさわしい……ロンサールはフランスの「讃歌」の王者である。な
ぜなら，彼は「讃歌」の書物を著したからである。「讃歌」の幾つかを木間に与えたとはいえ（3）。
さらに，ヴォークラン・ド・ラ・フレネ（1536－1606または1608）は『詩法』（1605）で
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さて，おまえの魂が「讃歌」を歌うために，
もっと美わしい火で熱せられているなら，跡を辿れ，
オルペーウス，ホメーロス，カリマコスの。また，ついて行けあのビザンチンの人
マルルロとクラウディアーヌスに，彼らをラテン語で歌いながら。
同じく記せ，Pンサールの高貴な大胆さを。
彼はこの美わしいジャンルでは旧人たちを凌駕する。
そして，もしおまえが異国の名を使いたくなけれぽ，
ペルティエのように「頬歌」という美わしい名を与えよ。
或いは，望みとあれぽ，さらに賢明に，シオンの
王の予言者を真似よ，プサルテリウムにあわせて。
（第3章，307－320行（4））
ロンサール自身も自らの詩論をまとめた『フランス詩法要約』Abbreg6　de　PArt　poEtique
frangois，　b　Alphonse　Delbene，　Abb6　de　Hautecombe　en　Savoye．（1565）でも，一一般に詩の
ジャンルへの言及は少いとはいえ，「讃歌」に全然ふれていないうえに，作品のどこでも「讃歌」
を説明したり，定義したりはしていない。オードや叙事詩に対してはあんなに雄弁であったのに。
　ただし，普通名詞としては，「讃歌」は16世紀によく使われている。クレマン・マロも使ってい
るし，Pンサールも早くから『オード4部集』の「マルグリット・ド・フランスへのオード」で使
っている。
次いで，あなたの胸から
数多の教理の泉を注ぎつっ
あなたはわれらに正確に知らせる
あなたの存在の奇蹟を。
そのために私は歌おう
この美わしい勝利の讃歌を。
（69－74行（5））
rオード集第5の書』の「ミシェル・ド・ロピタルへのオード」（1552）でも，彼は「讃歌」とい
う語を使っているボ，
おまえたちに神の御加護を，神の若き娘たちよ。
私の狂熱を高めて，
できる限り完壁に
この讃歌の壌をくねらせよ。
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（511－514行）
不敵な腕で，できる限りこの讃歌を
空遠く投げたいものだ，
彼は賢明で徳高く
わが詩句にふさわしい御方だから。
（735－738行（6））
これは「ミシェル・ド・ロピタルへのオード」を指している。
3．　ロンサールの「讃歌」
　フランスで最初に発表された「讃歌」はロンサールの『フランスの讃歌』（1549）である。しか
し，これは翌年にrオード4部集』に組み入れられ，r讃歌集』に入ったのは1560年である。さら
に『オード4部集』（1550）には2篇の「讃歌」が含まれている。即ち「聖ジェルヴェーズとプロ
テーズの讃歌」Hinne　b　Saint　Gervaise，　et　Protaiseと「夜の讃歌」Hinne　a　la　nuitである
が，前者は『讃歌集』に入れられることはなかった。このように少くとも当初はロンサールにと
っても，「讃歌」は不確定なジャンルであったと思われる。
　このように「讃歌」は『オード集』，『叢林集』，『恋愛詩集』，『遊楽集』と同様にロンサールに創
始者の名誉が帰せられるのであるが，これを新奇なものに手を出したがるロンサールの名声欲とと
るのは間違いで，詩人たる者は人々に神の言葉を伝える司祭の働きをすべし，という信念に基づく
使命感に燃えた彼の活動であり，また詩人たちのなかでも指導者的立場にあることを自覚していた
彼にとっては当然の試みである。この意味では，「讃歌」は彼にとって最もやり甲斐のあるジャン
ルであったと言える。つまり『オード四部集』一とりわけ「ピンダロス風オード」一で始め
た，「詩的熱狂」Fureur　po6tique理論に基づく詩人＝神の司祭観を完成させたのが『讃歌集』で
はないだろうか。ピソダロス風オードの企に倦きたりなかったロンサールが，より知的でより学問
的で，歌うというより朗諦する作品を書いたと考えるべきではないか。クロード・フザンの表現を
借りれぽ，詩人は人間の世界と超現実の世界のく仲保者＞m6diateur（7）である。そして，この「讃
歌」に傾けた情熱活動が政治に現れたのが『論説詩』である。「正義の讃歌……」の口調が一段と
熱烈に，説得調になると　rいともキリスト教的なるシャルル9世王の青春期の訓育』（1562）にな
る。しかし，『讃歌集』の執筆には，クレマン・マロの『詩篇』の翻訳（1543）が刺戟になったこ
とは事実である。
4．『讃歌集』1555－1566
すでに「フランス詩王」の名声を確立していたロンサールはついに新しいジャンルの詩集，これ
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まで再三言及した『ヴァンドーモワの人P・ド・ロンサールの讃歌集，いとも高名にしていとも尊
きオデ，シャチーヨン枢機卿へ』Les　Hymnes　de　P．　de　R6nsard，　Vandomois：Atresillustre
et　reverendiss圭me，　Odet，　Cardinal　de　Chastillonを世に問う。　これはフランスで最初に「讃
歌集」という題名を持つ詩集であり，「讃歌」の概念を確立した詩集である。さらに翌年には『ヴ
ァンドーモワの人P・ド・ロンサールの讃歌集第二の書，いとも高名なる王女，王の唯一の妹君，
ベリー公爵妃，マルグリッ】・・ド・フランス夫人へ」Le　Second　Livre　des　HymneS　de　P．　de
Ronsard　Vandomois，　a　Tresillustre　Princesse　Madame　Marguerite　de　France，　Seur
unicque　du　Roy，＆Duchesse　de　Berry（8）を。どちらもAndr6　Wechel書店から上梓された。
また1555年には『雑詠集』Les　Meslanges　de　P．　de　Ronsard，　Dediee　a　Ian　Brinonのなかに
「バッコスへの讃歌，ジャソ・ブリノンへ」L’Hinne　de　Bacus　a　Jan　Brionを発表している。
　因みに，オルペーウス，ホメーロス，カリマコスのギリシアの「讃歌」はすでにフランスで紹介
されていたし，ルイvジ・アラマンニ（1495　一　1556）のイタリア語による讃歌は，リヨンで1553
年に，マルルス（1453－1500）とサルモン・マクランことジャソ・サルモン（1490－1557）のラテ
ン語による『讃歌集』（1497）は1537年にパリで上梓されている。
5．『讃歌集』の構成
　『讃歌集』の構成は，オデ・ド・シャチーヨンへめ献呈詩，ロンサールの師のジャン・ドラのラ
テン語詩，アルシノワ伯ことニコラ・ドニゾが「キリスト教徒ヘーラクレース」にそえたソネを別
にして，次の14篇からなる。
いともキリスト教的なるフランス王アンリ2世の讃歌Hymne　du　Treschrestien　Roy　de
　France　Henry　II　de　ce　Nom
正義4）讃歌，いとも高名にしていとも尊きPレーヌ枢機卿シャルル公へHymne　de　la　Justice
　bTresillustre　et　Reverendissime　Prince，　Charles　Cardinal　de　Lorraine
元帥ならびにシャチーヨン殿の神殿，いとも高名にしていとも尊きシャチーヨン枢機卿オデへ
　Le　Temple　de　Messeignehrs　Le　Conn6stable，　et　d6s　Chastillo血s　A　tresillustre＆
　reセer6hdissime　Ode亡Cardinal　de　Chas愈紐10n　　　　　　　　　　　　’　　”
哲学4）讃歌，いとも高名にしていとも尊きシャヂ」ヨン枢機卿ぺHymne　l　de』la　Philos6phie．
’ATresillustre　et　Rever6ndissime　Cardinal　de　Chastill6n　　　　．　F－一
運命への祈願，いとも尊きシャチーヨン枢機卿へPr量さre　a　la　Fortune．　A　Tresillustre　et
　reverendissime　Cardinal　de　Chastillon
霊鬼，リエの司教ランスロ・カルルへ『Les　Daiinoris・ALancelot　Carle，　Evesque　de　Rhiez
天空の讃歌，アンブランの人ジャン・ド・モレルへHymne　du　Cie1，　A　Jean　de　Morel
　Arhbrunois
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天体の讃歌，メラン・ド・サン＝ジュレーへHymne　des　Astres．　A　Melin　de　Sainct　Gelais
死の讃歌，P・パスカルへHYtnne　de　la　Mort．　A　P．　Paschal
黄金の讃歌，ジャン・ドラへHymne　de　l’Or，　A　Jean　Dorat
キリスト教徒へ一ラクレース，いとも高名にしていとも尊きシャチーヨン枢機卿オデへHercule
　Chrestien．　A　Tresillustre　et　Reverendissime　Odet　Cardinal　de　Chastillon　　、．
コンドンの司教シャルル・ド・ピスルーへの書簡詩Epistre　a　Charles　de　Pisseleu，　Evesque
　de　Condon
カンとリスの女子修道院長ルイーズ・ド・マイイの墓碑銘Epitaphe　de　Loyse　de　Mailly，
　Abbesse　de　Caen　et　du　Liz
テリニーの奥方，アルチューズ・ド・ヴェルノンの墓碑銘Epitaphe　de　Artuse　de．Vern6n，
　Dame　de　Telygny
　『讃歌集第2の書』はマルグリット・ド・フランスに宛てたエチエンヌ・ジョデル（1532－1572）
の巻頭詩の後に，次の讃歌が続く。
永遠の讃歌，王の唯一の妹君マルグリット夫人へHymne　de　l’Eternit奄．　A　Madame　Mar・
　garite，　Seur　Unicque　du　Roy
カライスとゼーテースの讃歌，・マルグリット夫人へHymne　de　Calais，　et　de　Zetes．　A　EIle
　Mesme
ポリュデウケースとカストールの讃歌，シャチーヨンの領主，フランス提督ガスパール・ド・コリ
　ニーへHymne　de　Pollux　et　de　Castor，　A　Gaspard　de　Coulighy　Seigneur　de「Chastillon，
　et　Amiral　de　France
ロレーヌ枢機卿いとも高名なるシャルル公へのピエール・ド・ロンサールの書簡詩・Epistre　de
　Pierre　de　Ronsard，　A　Tresillustre　Prince　Charles，　Cardinal　de　Lorraine
ミュローの修道院長クレトフル・ド・シュワズールへのピエール・ド・Pンサールのエレジー
　E1egie　de　Pierre　de　Ronsard，　A　Chretophle　de　Choiseul，　Abb6　de　Mureaux
ただし，最終の作品はレミ・ベロー訳のアナクレオーンの『オード集』（1556）に発表された後で，
『讃歌集第2の書』に再録ざれだものであるげ
　『讃歌集』を問題にするには以上の作品だけを考えれぽ良いわけではない。ロシサーtルはつとに
印刷術の将来の発展を見抜ぎ，自作が広く，最良の状態で常に読まれるこ・とを望んで，たゆまず推
敲し，作品の配列を考えていた。したがって，最初の作品集発表後4年を経た・〔第1次〕『綜合作
品集（9）』P．de　Ronsard：（Euvres、　compl6tesでどんな扱いをされているかを考察するのは意
義あることである。
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6．〔第1次〕『綜合作品集』における「讃歌集」
　ロンサールが「讃歌」についての概念をほぼ定めたと思われる〔第1次〕『綜合作品集』（1560）
では，「讃歌集」は第4巻を占める。第1の書は次の8篇である。
永遠の讃歌……
……Aンリニ世の讃歌
カライスとゼーテースの讃歌……
正義の讃歌……
霊鬼……?
いとも高名なるロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌L’Hymne　de　Tresillustre　Prince　Charles
　Cardinal　de　Lorraine
※
続いとも高名なるロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌Suyte　de　l’Hymne　de　Tres－illustre
　Prince　Charles　Cardinal　de　Lorraine
天空の讃歌……
第2の書は次の9篇である。
　哲学の讃歌……
　……シャチーヨン殿の神殿……
　ポリュデウケースとカストールの讃歌……
　運命への祈願……
　死の讃歌……
　黄金の讃歌……
　キリスト教徒ヘーラクレース……
　※
　バッコスの讃歌，ジャソ・ブリノンへL’Hinne　de　Bacus，　A　Jan　Brinon
　※　フランスの讃歌L’Hymne　de　France
※をつけた作品はこのときに初めて「讃歌集」に入れられたものであり，以下もこれに準ずる。
「バッコスの讃歌……」は前年末に『雑詠集』に発表されたぼかりで，翌年に『雑詠集』が再版さ
れたうえ，「バッコスの讃歌」だけがまたブリノンの死の直後に小冊子で出ているので，あえて『讃
歌集』に加えられなかったものと思われる。
　また，1555－1556年の『讃歌集』から削除された作品は，第1の書から「天体の讃歌……」，「…
…シャルル・ド・ピスルーへの書簡詩」，「……ルイーズ・ド・マイイの墓碑銘」，「……アルチュー
ズ・ド・ヴェルノンの墓碑銘」，第2の書から「ロレーヌ枢機卿への……書簡詩」，「……クレトフ
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7．〔第二次〕『綜合作品集』以後の「讃歌集」
　その後，〔第2次〕『綜合作品集』（1567）は構i成に大巾な改変が見られ，これまでの2書が4書
に変わった。特に『一年の四季』Les　Quatre　Saisons　de　l’An（1563）として発表された「春」
「夏」「秋」「冬」の讃歌が加えられたことは特筆すべきである。その構成を見ると，第1の書は
〔第1次〕『綜合作品集』と全く同じであるが，第2の書は
哲学の讃歌……
…… Vャチーヨン殿の神殿……
ポリュデウケースとカストールの讃歌……
運命への祈願……
死の讃歌……
キリスト教徒ヘーラクレース……
となり，第3の書は
馨の讃歌，アリ。イの領主。ルーリモン・。べ，レテへHym・。　d・P・i…mp・．　A　F1・u・im・n・
　Robertet　Seigneur　d’Aluye
動讃歌，。。一。の領主。，レーリモン・・べ，レテへH，m・・d・1・E・t6，・Fl・u・im…R・b・・…
　Seigneur　de　Fresne
萩の讃歌，。一ベピー。殿へHym。。　d。1・A。・。m。。．　A　M・n・i・u・d・L・ub・・pi・・
?
冬の讃歌，ブールダソ殿へHymne　de　I’Hyver．　A　Monsieur　Bourdin
となったが，この4篇はr一年の四季』と題する小冊子として1563年に発表された。小冊子全体の
被献呈者はいない。そして，1564年にはr新詩集』Recueil　des　Nouvelles　PoEsiesの第1の書
に入れられた。第4の書は
黄金の讃歌……
バッコスの讃歌……?
夜への讃歌Hinne　a　la　Nuit
フランスの讃歌
となり，〔第3次〕『綜合作品集』（1571）も，それからほどなく発表されて大巾な改変はない〔第
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4次〕『綜合作品集』（1572－1573）もこの4書構成を踏襲している。　　　　　　　　　　　・
　ところが，〔第5次〕『綜合作品集』（1578）は再び2書の構成となって，最後の『綜合作品集』
までこれは変らない。第1の書は「天空の讃歌一…ゴまでは従来と全く同じ配列で，その次に
天体の讃歌……
※王の弟君に神が与え給うた赫々たる勝利を竪琴にあわせて演じるための凱旋歌Chant　Tri－
　omphal　pour　jouer　sur　la　Lyre　sur　1”insigne　victoire　qu’il　a　pleu　h　Dieu　donner　ti
　Monseigneur，　Frere　du　Roy
が追加される。第2の書は
哲学の讃歌……
ポリュデウケースとカストールの讃歌……
キリスト教徒ヘーラクレース……
春の讃歌……
夏の讃歌……
秋の讃歌……
冬の讃歌……
黄金の讃歌……
バヅコスの讃歌……
死の讃歌一…
※
サッポー風オードOde　Sapphique
※
サヅポー風詩句Vers　sapphiques
となり，「……シャチーヨン殿の神殿……」，「運命への祈願……」，「夜への讃歌……」，「フランス
の讃歌……」が削除された。ロシザールの生前最後の版である〔第6次〕『綜合作品集』（1584）は
第1の書の末尾に
　星，ポーランド駐在のピブラック殿に贈るLes　Estoilles　envoy6es’ぎ『1Monsieur　de　Pibrac
　　en　Polonne
が加えられ，「続……ロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌」と「天体の讃歌……」が削除された。第
2の書では，〔第5次〕『綜合作品集』の末尾に加えられた「サッポー風オード」，「サッポー風詩
句」が削除された。
　Pソサールの遣言執行者が上梓した〔第7次〕『綜合作品集』（1587）は，第1の書の巻頭に「＜讃
歌〉はギリシア人によって……」で始まる「序詩」が加わったのと，若干の入れ替えがあった他は
大きな変化はないが，第2の書には
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　※　メルクリウスの讃歌，ボーヴェの人クロード・ビネへHymne　X．　De　Mercure，・aClaude
　　Binet，　Beauvaisin
　※　テデウム・パラフレーズ，当パリ市の総収入役ブーラン殿へParaphrase　de　Te　Deum，　Au
　　Seigneur　Boulan　Receveur　general　de　cette　ville　de　Paris（『エレジー，仮面劇詩，牧人
　　詩』El6gies，　Mascarade　et　Bergerie〔1565〕に初出）
家長たちの讃歌，聖ブレーズ様へHymne　XIL　Des　Peres　de　Famille，　A　Monsieur　S．
　　Blaise
サン・ロク様の讃歌Hymne　XIII．　De　Monsieur　Sainct　Roch
が加わった程度で，他には大きな変化はない。
　ここで「讃歌集」の配列の変化を整理してみよう。1555－1556年のr讃歌集』から1560年の〔第
1次〕『綜合作品集』をへて，〔第7次〕『綜合作品集』にいたるまで，常に顔を出しているのは
　…一アンリ2世の讃歌
　正義の讃歌一…
　……シャチーヨン殿の神殿
　哲学の讃歌……
　霊鬼……
　天空の讃歌……
　死の讃歌……
　黄金の讃歌……
　キリスト教徒ヘーラクレース……
　永遠の讃歌……
　カライスとtf　一テースの讃歌……
　ポリュデウケースとカストールの讃歌……
の12編のみである。〔第1次〕『綜合作品集』（1560）に初出してから，〔第7次〕『綜合作品集』
（1587）まで続いているのは
　……ロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌・・一・
　バッコスの讃歌……
のこ篇である。〔第2次〕『綜合作品集』（1567）以後，〔第7次〕『綜合作品集』となると
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「春の讃歌……」
「夏の讃歌……」
「秋の讃歌……」
「冬の讃歌……」
の4篇である。
　しかし，『讃歌集』から〔第7次〕『綜合作品集』まで，常に第1の書に置かれているのは
……Aンリ2世の讃歌
正義の讃歌……
霊鬼……
天空の讃歌……
の4篇のみである。常に第2の書にあり続けたものは皆無である。「ポリュデウケースとカストー
ルの讃歌……」が常に第2の書に入っていたのが，〔第7次〕『綜合作品集』のときに第1の書に移
された。『讃歌集』で第1の書にあったのが，〔第1次〕『綜合作品集』で第2の書に移って，〔第7
次〕『綜合作品集』まで継続したものは
哲学の讃歌……
死の讃歌……
黄金の讃歌……
キリスト教徒ヘーラクレース……
の4篇である。逆に『讃歌集』では第2の書にあって，〔第1次〕『綜合作品集』から最後まで第1
の書にあるものは
永遠の讃歌……
カライスとゼーテースの讃歌……
の2篇である。
　以上は各詩篇を問題にした場合であるが，1578年から死ぬまで，ロンサールは『讃歌集』の各作
品に鋭く目を配り，きわめて大巾な詩句の削除を行っている。
……Aンリ2世の讃歌
正義の讃歌……
272行
20行
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哲学の讃歌……　　　　　　　　　　　　　168行
霊鬼＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　112行
天空の讃歌……　　　　　　　　　　　　　　4行
黄金の讃歌……　　　　　　　　　　　　　　4行
ヵライスとゼーテースの讃歌……　　　　　20行
ポリュデウケースとカストールの讃歌一…　20行
8．　ロンサールの「讃歌」の典型
　それでは，ロンサール自身がこれぞ「讃歌」と考えたのはどの作品であろうか。題名に本人が
「讃歌」の名を冠したからといって，必ずしも「讃歌」ときめつけることはない。例えぽ「聖ジェ
ルヴェーズとプロテーズへの讃歌」Hinne　ti　Saint　Gervaise，　et　Protaise（1550），「ナヴァール
王妃マルグリット・ド・ヴァロワの死に関する勝利の讃歌」Hymne　triumphal　sur　le　tr6pas　de
Marguerite　de　Valois　Royne　de　Navarre（1551）がそれセこあたる。ポール・ローモニエは後者
について次のように言っている。
12音綴詩句ない、しは10音綴詩句で平韻の彼の詩，つまり「フランスの讃歌」（1549），「……アン
リ2世の讃歌」（1555）ならびに「春の讃歌……」（1563）などを別にすると，ロンサールはキリ
スト教的霊感のオードにこの「讃歌」の名をとっておいたように思われる。例えぽこの詩〔「…
…マルグリット・ド・ヴァロワの死……」〕ならびに彼が聖ジェルヴェに捧げたオードである。
しかしながら，「夜への讃歌」はキリスト教的なものは全くないが，その題名はポンターノの作
品から来ている（10）。
逆にロンサールが「讃歌」の名を冠していなくても，立派に「讃歌」と言えるものがある。「霊鬼
……v，「キリスト教徒ヘーラクレース……」等がそれにあたる。後者では，ロンサールは
異教徒は異教徒の歌を歌い
キリスト教徒はキリスト教徒の歌を歌う。
異教徒の詩句は異教徒にふさわしいが，
キリスト教の詩句はキリスト教徒にふさわしい。
ゆえにいとも聖にしてふさわしいキリストの名が
私の「讃歌」を始め，終らせるだろう。
（7－12行（11））
と作品中で自作を「讃歌」と認めているのである。
　「讃歌」は本来は神々や英雄を称えるもので，叙事的形体をとることも，野情的形体をとること
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もあった。ルネサンス期イタリアでは「讃歌」の題材が拡大した。ネオ・ラテン詩人のミケーレ・
マルルスの『自然讃歌』（1497）がその典型であり，この作品がロンサールに及ぼした影響は大き
い。Pンサールはギリシア・ラテン詩人からイタリア詩人と，さまざまな作家の「讃歌」を学び，
暗中模索をしながらようやく彼自身の「讃歌」を打ちたてたのである。
9．「讃　歌」の構造
　先ず「讃歌」は独自の3部構成一序論，本論，結論（祈願）一を持つ。例えぽ「哲学の讃歌
……vでは，1－20行は，ロンサールが哲学を歌うことによって，オデ・ド・シャチーヨンにふさ
わしい贈りものをすることを宣言し，21－272行で哲学を論じ，273－328行はオデの徳を再び論じ
るが，末尾の6行（323－328）は哲学への呼びかけとなる。「キリスト教徒ヘーラクレース……」
は，1－18行はロンサールが異教詩にうつつを抜かしたことを悔いて，これからはキリスト教詩し
か歌わないことを宣言し，19－284行はキリストの人類に対する善行から説きおこして本論に入る。
285－296はオデ・ド・シャチーヨンへのこの作品の献辞となる。しかし，「黄金の讃歌……」のよ
うな長詩になると，この3部構成がさらに明確に細分されている。1－58行の序論は，1－6行の
　　　　ジ　ユ　－・ド　モドラへの語呂あわせをともなった献辞を含む。59－611行の本論が3部構成である。59－334行は富
の讃辞，335－506行は貧困の非難507－616行は浪費と吝商の批判に分かれる。617－624行は黄金
への呼びかけであり，はたして自分がこの詩を書く適任者であったかどうか自問自答する。
　序論では，ロンサールは被献呈者がいかにこの「讃歌」を贈られるにふさわしいかを述べるが，
しかしその仕事をやり抜くにはいかに自分自身が非力であるか，を反省するのが普通である。
学識深き司教カルルよ，
あなたから受けた1　maな寵遇を
昼となく夜となくひとり思いめぐらし，
いまだにわがムーサがあなたに謝意を表していないのに気づき，
あなたの稀なる「徳」の恩恵に
かくも永く口を閉ざしたままの私の罪深さを臓悔する。
自己嫌悪に陥り，激しい怒りを覚え，もはや
私の詩も，私自身も斜酌できず，恥ずかしさのあまり
目を高くあげる勇気もない。あらゆる神々，
月，太陽，星辰，天が
恩知らずと私を呼び，犯した罪のために，
正義の嵐でもって私の頭を打はしないかと恐れる。
しかし，その後で，あなたの讃辞という重荷を
フランス人にささえてやるには私の背があまりに弱く，
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歴然たるあなたの徳を顕揚するどころか，
無知なるわが筆でそれを汚すかもしれないと考えると，
自らをもはや答めず，これほどの大作品を
企てなかったのは当然と，わが心におもねる。
なぜなら，フランスがあなたを讃えている
名誉と徳を見事に叙述しうる人物がどこにいるだろう。
（「霊鬼……」1－20行（12））
　ロソサールは本論においては，叙事詩的なものでも，神話的なものでも，寓意的なものでも扱う
が，とにかく彼が扱う物語は彼が目指すテーマに従属する。祈願は被献呈者と作者ロンサールのた
あに神の恩恵を懇願する。しかし，懇願者「私」つまりロンサールが神や超自然的存在に対して恩
恵を求め，災から身を守ってくれと祈願する場合の方が，被献呈者のために祈願するケースよりも
多いのである。
おまえに敬意を表そう，しあわせで有効な「死」よ。
このうえない苦悩の医師よ，慰めよ，
私の出発のときが来たら，女神よ，お願いだ，
臥床で永い間のた打ちまわらせ，
病に實れさせないでくれ。死なねぽならぬのだから，
すぐにおまえに会えるようにしてくれ，
　　　　　　　　　　　　　　き　み神の名誉のために，或いはわが主君への奉仕のために，
わが国境で瀕死の傷を負って。
（「死の讃歌……」337－344行（13））
と，詩人自身の清らかな死を「死」に懇願する。被献呈者への祈願の例は「霊鬼，
スロ・カルルへ」に見られる。
リエの司教ラン
おお，永遠の主よ，御身のなかにのみ私の信仰は宿る，
願わくぼ，あなたの名の名誉のためにも，
おが行く道で，このような恐慌に出会うことなく，
おお主よ，キリスト教圏から遠くへ，
トルコ人たちの地へ，
或いは，わがカルルの名誉や，わが竪i琴の歌を
あえて中傷する人々の頭上へ送り給え，
これらの怨霊を，霊鬼を，守護霊を，圃亡霊を。
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（421－428行（14））
私と被献呈者が結びついたケースも幾つかある。
天空よ，唯一の神の偉大な宮殿よ，わが祈りを聞き届け給え。
「死」が囚われのわが魂とモレルの魂を
この人間の肉体の外へ解放したら，
数多の試練のあとで，御胸のなかに寛大に受け入れ給え，
そして，おまえの恩寵により，おまえのもと，
両者の最初の場所に再び宿らせ給え。
（「天空の讃歌……」117－122行（15））
　「讃歌」の対象となる読者は知的なサークルの人たちであり，「讃歌」は歌われるのではなくて，
朗唱されるか，秘めやかに語られたものと思われる。
　「讃歌」の形体はおおむね長詩で，平韻一連続韻（aabbccdd・…・・と男性韻，女性韻が交
錯する）の10音綴ないしは12音綴詩句からなる。しかし，ロンサールが定着させたかったのは12音
綴であり，初期の幾つかの10音綴の試みを経てからは，ごく稀な例外を除いては12音綴であり，壮
重な内容を盛るにはこの詩型が最も適している。ポール・ローモニェは形体とインスピレーション
の多様性を「讃歌」の特徴にあげている。
　「讃歌」では本質的に一歴史的に見ても一賞讃が問題になり，被献呈者が詩人からプレゼン
トを受けるのが普通で，詩人は被献呈者に彼の詩による不滅を約束するのである。さらに，「讃歌」
の内容と被献呈者との間に密接な関係が存在する。これが「讃歌」の一つの条件とさえ言える。例
えば「運命への祈願，いとも高名にしていとも尊きシャチーヨン枢機卿オデへ」では
私は誓文によって永遠に誓いました，
私が読んだ一さいのものも
私がこれから読む筈の一さいのものも
　　き　みわが主君よ，あなたの他には捧げないことを，なぜなら私の竪琴は，
あなたの名を私が響かせてやらないと
以前のようにはもう歌うことを望まないのだから。
（1－6行（16））
と歌っていることでもわかる。ロンサールが以上のように書いたとおりに思いこんでいるというわ
けではなくて，ロンサールがこのようなことを建前と考えている，ということが重要なのである。
　「讃歌」では詩人はムーサたちから霊感を受けて宇宙の神秘を探り，それを民衆に説き明かす形
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式をとる。要するに，明白な教化的性格を持っている。これはロンサールの師でユマニストのジャ
ン・ドラの教えを述べたと言われている次の詩句にその意図がよく表現されている。
・……・…・ｻこで私は
馳せ参じてドラの弟子になったが，彼は永きにわたりわが師として，
詩を教え，手本を示してくれた，
いかに鮮かに物語を創り出して，
物事の真実をそれを閉じ込める寓意のマントで
いかに巧みに扮装させるべきかを。
（「秋の讃歌……」77－82行（17））
かくて，ドラは『讃歌集』の冒頭，オデ・ド・シャチーヨンへの献詩の次に，14行のラテン詩「ピ
エール・ド・ロンサールの讃歌について」を寄せて，弟子のロンサールが万物の自然についての学
識深い詩を著したことを賞讃し，天の神秘を探るよう彼を激励するのである。
10．「讃歌」にふさわしい作品
　それでは，Pンサールの作品のなかで，本当に「讃歌」と呼ばれるにふさわしいのはどの作品で
あろうか。検討に価するものから発表年代順に当たってみよう。
「フランスの讃歌」（1549）
1553年には『オード4部集』に，翌44年には『叢林集』に，1560年に初めて『讃歌集』に入
る。ただし，1578年以後は削除されてしまう。その理由はよくわからないが，立派な「讃歌」
である。
「バッコスの讃歌……」
「……アンリ2世の讃歌」
「正義の讃歌……」
「……シャチーヨン殿の神殿……」
「哲学の讃歌……」
「運命への祈願……」
「霊鬼……」
「天空の讃歌……」
「天体の讃歌……」
「死の讃歌……」
「黄金の讃歌……」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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「キリスト教徒ヘーラクレース……」
「永遠の讃歌……」
「カライスとゼーテースの讃歌……」
「ポリュデウケースとカストールの讃歌……」
「……ロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌」
「続……ロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌」
「春の讃歌……」
「夏の讃歌……」
「秋の讃歌……」
「冬の讃歌……」
「王の弟君に神が与え給うた赫々たる勝利を竪琴にあわせて演じるための凱施歌」
オードのように詩節に分かれている点からも，平韻と抱擁韻をミックスしている点からも，3
音綴詩句を抱擁する七音綴詩句がだぶった六行詩という点からも，およそ「讃歌」らしからぬ
形体ではあるが，その内容からは「讃歌」の条件を満たしているし，間違いなく賞讃が主題で
あり，叙事詩的な特徴もそなえている。また，Pンサール自身が晩年の「讃歌集」のなかにこ
れを組み入れたということを重視せざるをえない。彼は「讃歌集」をやや軽快なものに変えよ
うとした気配をうかがわせる。
「星，ポーランド駐在のピブラック殿に贈る」
1575年にノ」・冊子で出版され，〔第5次〕『綜合作品集』では「オード集」第5の書に入れられた
のが，〔第6次〕『綜合作品集』から「讃歌集」第1の書に移されたものである。そのときに題
名も「星の讃歌，ピブラック殿へ」Hymne　des　Estoilles，　au　Sieur　de　Pibracと変えられ
た。8音綴4』行と6音綴6行の10行詩が16節からなる変則詩で，前の詩と酷似しているが，
　「讃歌」の条件はそなえている。
「メルクリウスの讃歌，ボーヴェの人クロード・ビネへ」
ロンサールが書いた最後の「讃歌」で，このジャンルの条件を十分に満たしている。
本稿で「讃歌」のなかに分類しなかった作品は次のとおりである。
「聖ジェルヴェーズとプロテーズへの讃歌」Hinne　a　Saint　Gervaise，　et　Protaise（『オード
4部集』1550）
これはロンサールが一度も「讃歌集」に入れたことがないので断る必要もないかと思われる
が，八音綴の6行詩を6つ重ねたオードである。被献呈者もいない。
「夜への讃歌」Hinne　a　la　Nuit（『オード4部集』1550）
Pンサールはこれを1567年に「讃歌集」に入れたものの，1578年以後は削除している。30行と
いう小規模な点からも，被献呈者がいない点からも，12音綴2行と6音綴1行という「オード
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レット」を思わせる詩節構成から言っても，「讃歌」の枠には入れ難い。ロソサールが1567年
に「讃歌集」に入れたのは，手本にしたジョヴアンニ・ポンターノ　（1426－1503）の作品の題
名をそのまま使ったためであろう。強いて言えぽ，末尾に「祈願」があるが，それはソネのテ
ルセに見られる程度のものである。これが組み入れられた1567年版は（1571，1573年版も同じ
と考える）他のどの版にも見られない4書機成なので，分量のバランスを考えてこれを入れた
のではないだろうか。因みに第1の書は8篇で全体の長さは3728行，第2の書は6篇2312行，
第3の書は4篇1230行，第4の書は4篇1164行となっているが，次の版で削除された「夜への
讃歌」，「フランスの讃歌」を除くと910行ときわめてアンバランスになる。’内容からもこの両
詩篇は「黄金の讃歌……」，「バッコスの讃歌…一」と組み合わされる必然性に乏しい。読者の
ためを考えて息抜きになるような軽い作品を入れたとしか考えられない。著者が明らかに「讃
歌集」に入れたものであるし，「讃歌」という題名もついているが，正確な意味の「讃歌」で
はない。
「ナヴァール王妃，÷ルグリ．Yト・ド・ヴァロワの死についての凱施讃歌」Hymne　triumphal
sur　le　tr6pas　de　Marguerite　de　Valois　Royne　de　Navarre（『マルグリット・ド・ヴァロ
ワの墓』1551）
7音綴で交韻，平韻，抱擁韻からなる12行詩を40節続けたもゐ。題名に「讃歌」が含まれてい
るにすぎない。
「いとも高名にして，いども尊きシャチーヨン枢機卿オデへ」ATresi11ustre＆Reverendissime
Odet　Cardinal　de　Chastillon（『讃歌集』1555）
これは『讃歌集』を贈ったオデ・ド・シャチーヨンへの献呈詩であって，詩集に含まれた他の
作品と性格を異にする。『讃歌集』第2の書はマルグリット・ド・フランスに献じたもので，
献呈詩ばロソサールの友人のプレイヤード派詩人エチエンヌ・ジョデルが書いていることから
　も明らかである。
「コソドンの司教シャルル・ド・ピスルーへの書簡詩」Epistre　a　Charles　de　Pisseleu，　Evesque
de　Condon（『讃歌集』1555）
文字どおりの書簡詩であって，親しみの持てる文体から言っても，「讃歌」からはほど遠い。
「カンとリスの女子修道院長ルイーズ・ド・マイイの墓碑銘」Epitaphe　de　Loyse　de　Mailly，
Abbesse　de　Caen　et　du　Liz（『讃歌集』1555）
これは「故人の霊が道行く人に語る」，「道行く人が故人の霊に答える」という2部構成からな
る典型的な「墓碑銘」である。1554年8月9日に没した彼女の「墓碑銘」を発表するタイミン
グが『讃歌集』にうまく合ったと考えるべきであろう。
「テリニーの奥方アルチューズ・ド・ヴェルノFンの墓碑銘」Epitaphe　de　Artuse　de　Vernon，
Dame　de　Telygny（『讃歌集』1555）
アルチ＝一ズがマルグリット・ド・フランスの侍女であり，彼女の母親にロンサールが恩を受
けたし，アルチューズがプロテスタントであって，『讃歌集』．が捧げられたオデ・ド・コリニ
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一家と親しかったことを考えれぽ，この詩集にこの作品が位置を占めるのはうなずける。つま
り，これはつけ足しである。以上の3作は『讃歌集』の末尾につけ加えられたものだが，〔第
1次〕『綜合作品集』以後は削除された。
「いとも高名なるロレーヌ枢機卿シャルル公へのピエール・ド・ロソサールの書簡詩」Epistre
de　Pierre　de　Ronsard，　a　Tresillustre　Prince　Charles，　Cardinal　de　Lorraine（『讃歌集
第二の書』1556）
500行を越す大作だが，庇護者のシャルル・ド・Pレーヌに親しく話しかける文体の「書簡詩」
である。作品の末尾でのロンサールの希望，むしろシャルルへの彼の約束が実って，それぞれ
独立して発表される2篇の「讃歌」（rいとも高名なるロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌』1559，
　『続いとも高名なるPレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌』1559）が生れるのである。この書簡詩
は当然ながら，〔第1次〕『綜合作品集』以後は削除される。
「ミュP一の修道院長クリストフル・ド・ショワズールへのピエール・ド・ロンサールのエレジ
＿」Elegie　de　Pierre　de　Ronsard，　h　Chretophle　de　Choiseul，　Abb6　de　Mureaux（『レ
ミ・ベローがギリシア語から仏訳したテオス島の詩人アナクレオーンのオード集』1556）
すぐに『讃歌集第2の書』に転載されたが，〔第1次〕『綜合作品集』以後は削除される。形式
からも内容からも，『讃歌集』に入る必然性はない。第2の書の末尾に便宣上つけたとしか言
し・ようカミなし・o
「テデウム・パラフレーズ，当パリ市の総収入役ブーラン殿へ」Paraphrase　de　Te　Deum，　Au
seigneur　Boulan　Receveur　general　de　cette　ville　de　Paris（『エレジー，仮面劇詩，牧人
言寺集』　1565）
8音綴，平韻の4行詩が16節続く軽快な調べは「讃歌」からは遠い。
「サヅポー風オード」Ode　Saphique（〔第5次〕『綜合作品集』1578，「讃歌集」第2の書）
　〔第6次〕『綜合作品集』以後は「オード集」第5の書に移される。次の「サッポー風詩句」
とともに，例のごとくロンサールが壮重な内容の「第2の書」op息抜きに同書の末尾につけ足
したとしか思えない。
「サヅポー風詩句」Vers　Saphiques（〔第5次〕『綜合作品集』1578，「讃歌集」第2の書）
前作と同じ運命をたどる。1587年から両作品の前に次の見解がそえられたことからも，「オー
　ド」に組みこまれるのが当然と思われる。
「サッポー風詩句は，詩の生命であり魂である生の声で歌われるか，少くとも楽器で伴奏され
なければ，絶対に楽しくないし，楽しくなかったし，楽しくならないだろう……（18）」
「家父たちの讃歌，聖ブレーズ様へ，〈願わくば，われらの言葉に耳傾け給え〉にあわせて」
Hymne　des　Peres　de　Famille，　a　Monsieur　S．　Blaise．　Sur　le　chant，　Te　rogamus　audi
nos（〔第7次〕『綜合作品集』1587，「讃歌集」第2の書）
七音綴の6行詩が22節続き，そのうち冒頭と結尾は全く同じ。また6行詩の最終行は「願わく
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ぽ，われらの言葉に耳傾け給え」Je　te　prie，　escoute　nousで統一されている。「シャンソ
ン」のように軽快で，きわめてポピュラーで，「讃歌」にはほど遠い。おまけに，祭礼の日に
歌われただけに，すべてが祈願であり，中心主題が全くない。
「聖ロク様の讃歌」Hymn　de　Monsieur　Sainct　Roch（〔第7次〕『綜合作品集』1587，「讃歌
集」第2の書）
　「テデゥム……」，「……聖ブレーズ様へ」とともに宗教的作品を追加したものであろうが，未
完であり，ロンサールの意志で配列されたものかどうかも疑わしいが，アンリ・フランシェの
次の考察が興味深い。
聖ブレーズと聖ロクの「讃歌」は，死後発表であるが，ロンサールは生涯の晩年には，若い頃
垣間見た一観念，つまり，フランス語による讃歌と賛美歌に忠実であったことを示している。
なぜなら，「聖ジェルヴェーズとプロテーズの讃歌」は1550年に遡るからである（19）。
なお，ミシェル・ダッソンヴィルは，1555年のr讃歌集』は17篇の詩を含むが，「讃歌」はそのう
ち九篇であると言う。つまり，「献詩」，「書簡詩」，「墓碑銘」などの他にも，「……シャチーヨン殿
の神殿……」「運命への祈願……」を彼は「讃歌」と考えていない。
11．「讃歌集」の性格
　これまでの検討によって明らかなとおり，これから「讃歌集」として扱う「讃歌」は25篇にしぼ
られる。このうち『讃歌集』（1555）と『讃歌集第2の書』（1556）に発表されたものは14篇。〔第
1次〕『綜合作品集』（1560）の「讃歌集」第1の書，第2の書に含まれるものは17篇である。〔第
2次〕『綜合作品集』（1567）に含まれるものは21篇となる。それではこれから「讃歌集」の性格を
検討しよう。先ず，アンリ・シャマールが
ロンサールの『讃歌集』はわれわれが日常普通にこの言葉に付与する性格を持っていない。『讃
歌集』は揺情的なものが全然無く，彼のrオード集』のように，音楽をともなうようには着想さ
れていない（20）。
と述べていることに注目しよう。
　「讃歌集」は形体に関してはかなり自由で，韻律上からは「論説詩」Discoursに近いと考えら
れる。10音綴詩句で書かれていることもあれぽ，12音綴で書かれていることもある。12音綴が18篇
と大半を占め，10音綴が五篇一ただし1556年以後に書かれたものは例外を除いてすべて12音綴
～それ以外はわずか2篇で，そのうちの1篇は7音綴と3音綴の，もう1篇は8音綴と6音詩句
の組み合わせという変則なものである。ほとんどが平韻で書かれているが，わずかに7・3音綴，
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8・6音綴と組み合わせた作品のみが，抱擁韻と平韻が混瀟した形を用いている。各篇の長さはさ
まざまで，最も長いものは「いとも高名なるロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌」（792行），最も短
いものは「王の弟君に神が与え給うた赫々たる勝利を竪琴にあわせて演じるための凱施歌∫（108
行）であるが，「讃歌」の題名を冠したものでは「天空の讃歌一…」（122行）が最も短い。「讃歌」
の長さを平均すると365行になるが，『讃歌集』（1555），『讃歌集第2の書』（1556）だけ1こ限ると，
平均422行となり，非常に長い作品を集めた詩集だということがわかる。
　「讃歌集」は題材に関しては，どんな内容をもこなすジャソルであることがわかるが，Pンサー
ルの「讃歌」をその内容から分類すると次のようになる。
L　神　話
　バッコスの讃歌……
　カライスとゼーテースの讃歌……
　ポリュデウケースとカストールの讃歌……
　春の讃歌……
　夏の讃歌……
　秋の讃歌……
　冬の讃歌……
　メルクリウスの讃歌……
2，歴史，政治
　フランスの讃歌
　……アンリ2世の讃歌
　……シャチーヨン殿の神殿…・・；
　運命への祈願∵…
　……ロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌……
　続……Pレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌……
　王の弟君……凱施歌
3．哲学，科学
　哲学の讃歌……
　霊鬼……
　死の讃歌……
4．　自　然
　天空の讃歌…一
　天体の讃歌・・；…
　星…一”
．5．宗　教
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　キリスト教徒ヘーラクレースー…
　永遠の讃歌…－
6．道徳，社会
　正義の讃歌……
　黄金の讃歌……
　神話を主題にした作品が最も多く，これは「讃歌」のジャンルに一番ふさわしい題材と言える。
神話的主題は叙事的讃歌の中心をなすもので，とりわけ「カラィスとゼーテースの讃歌……」，「ポ
リュデウケースとカストールの讃歌……」はロンサールがフラソスのホメーロス，ウェルギリウス
たらんとしたジャソルである叙事詩rフランシァード』La　Franciade（1572年に最初の4巻を出
版したまま未完。彼の構想では24巻で完結の予定であった）の習作であったと言われている。
　歴史，政治の部の「讃歌」は「エンコミアスティック讃歌」hymne　encomiastiqueの中核をな
すものである。エンコミアスティックとはギリシア語の6γZtOμeov，　ov（τb）「賞讃，とくに或る人物
の栄光を讃える論説ないしは歌」から来たものである。「讃歌」にふさわしいジャンルで，題材と
被献呈者が一致している唯一の部門である。
　哲学，科学の部の中心作は「哲学の讃歌……」であり，ルネサγス期にあっては哲学はありとあ
らゆる学問の綜合であって，広い意味の学問と考えて良い。哲学は
神の自然をあえて探りつつ，
全宇宙をその思索のなかでかけ巡り，
天体と結びつきうる唯一の存在となる。
（「哲学の讃歌……」28－30行（21））
とロンサールが語るとおり，神の自然を探るぼかりか，
哲学は自然の秘密を
永い努力によって初めて理解できる力をつけた。
（「哲学の讃歌」79－80行（22））
自然の秘密をも解明したのである。つまり，・宇宙の神秘を単に探つて楽しむだけではなくて，それ
を民衆に噛み砕いて教えるのであって，「讃歌」は教化的性格がきわめて強いのである。なお，ル
ネサンス期の科学というのは，今日のいわゆる自然科学ではない。ジェルメーヌ・ラフゥーイユは
ロンサールの「讃歌集」の哲学を見事に要約している。
「讃歌集」の哲学が師〔ドラ〕と友人〔デユ・ベレー〕に認められ，継承者，讃美者たちによっ
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て模倣されたのは，その起源がヘシオードスとプラトーンに遡り，中世を通過してキリスト教思
想家たちの象徴主義で豊かになったはずのく哲学詩人〉の広大な伝統を表しているからであっ
た（23）。
　「讃歌」の執筆にあたっては，
…」では
Pンサールの意気ごみは大へんなものであった。例えぽ「霊鬼…
私のムーサを狭き道を通って天空へ送るときだ，
今はなきわれらの父たちの古き時代から
彼らの足跡をとどめぬ（それほど未知の）道で，
デt　ソ
霊鬼の驚嘆すべき神秘を解明して
恭々しくあなたに贈りたい。
（52－56行（24））
と宣言して，あらゆる種類の霊鬼を，空に陸に海に地底に探りに行く。友人のジョアシャン．デ
ュ・ベレーはこのロンサールの活動を
……V空に，霊鬼に，星に
取りつかれた勇敢な企て（25）
と呼んで敬意を表している。16世紀の科学詩研究の第一人者で，「霊鬼……」のエディション・ク
リチックを刊行したアルベール・マリー・シュミットも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デモノPジ　　　　　　　　　　　　　ソ　　ム「霊鬼の讃歌」はフランスの精神史において，16世紀の魔神学の論説と大全のなかで最初に出現
したものである（26）。
ことを認めている。さらに，ロンサールは「死の讃歌……」では
パスカルよ，これからはもう
トロンペットにあわせて高らかに，竪琴にあわせて秘めやかに
歌われるにふさわしい新しい主題を見つけ出せまい。
　　　　いにしえムーサは古の人々にすべてを歌うことを許した結果
もはやわれら最後の者には
最初の者を追いかけて，
パルナッソス山に通ずる踏み馴らされた途上
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と，叙事詩も拝情詩もすべてきわめつくされたがために，霊感の泉の個渇を嘆いたあと，
だから，親愛なるパスカルよ，この私も，馴染んできた
パルナッソス山頂には，喉の
渇きを癒やす何ものも見つからないので，
触れる人なき流れとなって，人々や喧騒から遠ざかり
美しい果樹園のなかにさざめきながら
流れ込む聖なる泉，
太陽も絶えて知ることがあるまい泉，
天の鳥もその突き出た嗜で
絶えて汚すことなく，羊飼いたちも
その牛を連れて来ないと思われる泉を探しに行こう。
（21－30行（28））
と大いなる努力を傾けて
「死」の前例なき讃辞を歌う……
（40行（29））
のである。
　「自然」の部門の諸「讃歌」も科学的な自然を扱っているわけではなく，神の力に支配された自
然の世界を問題にしているのである。「天空の讃歌……」が，ギョーム・ド・サリュスト・デュ゜
バルタス（1544－1590）が天地創造を歌った大作『聖週間』La　Sepmaine（1578）に顕著な影響
を与えたのは周知の事実である。
　宗教の部門の「讃歌」はキリスト教と異教の驚くべき混濡を示している。異教の神々とは唯一の
神がその威力をさまざまな局面で発揮したのをさまざまに表現したものである。ロンサ∴ルは常に
こう考えていたので「讃歌」においても当然の扱いをしている。
　道徳，社会の部門の「讃歌」でも教化的性格が顕著に表れている。道徳哲学と呼ぽれることが多
い部門である。
　ただ以上の分類もそれほど本質的な意味を持たない。例えば，どの部門にも哲学の要素は含まれ
ている。アンリ・シャマール以来のこうした内容上の分類はそれなりの効果はあっても・「讃歌」
の本質の解明にはさほど貢献しなかった。本稿での分類も，はっきり分類できないという困難さだ
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けではなく，何かしら本質から外れた物足りなさがあるように思われる。そこで，「賞讃」という
部門をもうけると，この問題はすっきりするように思われる。そうすれぽ
フラソスの讃歌
……Aンリ2世の讃歌
…… Vャチーヨソ殿の神殿……
運命への祈願……
…… 鴻戟[ヌ枢機卿シャルル公の讃歌
続……ロレーヌ枢機卿シャルル公の讃歌
王の弟君……凱施歌
がこれに相当する。それならどうして別に一つの部門をもうけないかと言うと，それはどの作品に
も多少とも「賞讃」という傾向が見られるからであり，これが「讃歌」の本質的性格と考えられる
からである。この「讃歌」の性格にいち早く注目したのは，ミシェル・ダッソンヴィルである（30）。
彼は『讃歌集』（1555）のなかの諸「讃歌」の献呈に注目し，詩集全体が枢機卿のオデ・ド・シャ
チーヨンに捧げられているうえに，しめくくりの「キリスト教徒ヘーラクレース……」がやはり同
人物に贈られていることを強調する。ロンサールがいかに庇護者のオデ・ド・シャチーヨンを重視
していたかは，この指摘にとどまらず，『讃歌集』のなかでもロンサールが中心作とみなしていた
「哲学の讃歌……」がオデに捧げられているうえに，「一一一…シャチーヨン殿の神殿……」，「運命へ
の祈願……」の2作も彼に捧げられていることでも明らかである。それではもう少し詳しくこうし
た関係を調べてみよう。
12．『讃歌集』ならびに「讃歌集」の献呈
『讃歌集』の各作品を献呈された人物は次のとおりである。　A
アンリ2世　　　1519－1559，フランス王（在位1547－1559）
一シャルル・ド・ロレーヌ　　1525年生れ，ラソスの大司教，枢機卿，アンリ2世の大蔵大臣，
　司法大臣格。ギーズ家の始祖クロードー世の子供，シャルル・ド・ギーズ。ナヴァール学寮で
　七歳の頃のロンサールと同級生。1547年，ランス大司教としてアンリ2世を戴冠させる。
オデ・ド・シャチーヨン　　　1517－1571，オデ・ド・コリニー，通称シャチーヨン枢機卿。コ
　リニー提督の兄。1550年前後はアンリ2世の信任が厚く，その宮廷の重臣であった。フランソ
　ワ・ラブレーの晩年の保護者としても知られている。プロテズタントに改宗して1568年イギリ
　スに亡命。
オデ・ド・シャチーヨン
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オデ・ド・シャチーヨン
ランスロ・カルル　　　1500頃一1568頃，リエの司教，アンリ2世の施物分配僧，アンリ2世の
　館の請願委員。メラン・ド・サン＝ジュレーとロンサールが対立していたときには，メラソ側
　についていたが，1553年にロンサールと和解し，王の前で彼を讃えた。
ジャン・ド・モレル　　　1511－1581，’カトリーヌ・ド・メディシス家の貴族侍従，モレルの館
　は当代名だたる知的サロソを形成していた。ミシェル・ド・ロピタルとともec・Pンサール，デ
　ュ・ベレーの保護者であった。
メラン・ド・サンニジュレー　　　1491－1558，宮廷付司祭，施物分配僧，ロンサールが登場す
　るまでは，クレマン・マロとともにフラソスの代表的詩人であって，旧派の大立者であった。
　ロンサールの『オード4部集』に対し，アンリ2世，その妹のマルグリット・ド・フランス，
　その宰相のミシェル・ド・ロピタルの面前で，激しい攻撃を浴せた。ロンサールは　　　・
私の頭から遠ざけ給え，
一さいの不幸，一さいの損害を。
守り給え，汚辱から，
敵なす一さいの言葉から，
一さいの邪な行為から。
そして，わが主君の面前で，
今後ははさまれないように，
メランのやっとこで。
（「ナヴァール王妃，マルグリット・ド・ヴァロワの死についてのヴァンドーモワの人ピエ
　ール・ド・ロンサールによる凱施讃歌」1551，473－480行（31））
　と歌うことになったが，マルグリット・ド・フランスとミシェル・ド・ロピタルのとりなしで
　両者は和解するにいたった。
ピエール・ド・パスカル　　　1522－1565，アンリニ世の修史官，ユマニスト。
ジャン・ドラ　　　1508－1588，ユマニスト，ロンサールの師。
オデ・ド・シャチーヨン
『讃歌集第2の書』は次のとおり。
マルグリット・ド・フランス
マルグリット・ド・フランス
ガスパール・ド・コリニー
1523－1574，アンリ2世の妹。
1519－1572，通称コリニー提督。オデ・ド・コリニーの弟。
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　r讃歌集』は，こうして見ると，全体がオデ・ド・シャチーヨンに捧げられているうえ，しめく
くりの「キリスト教徒へ一ラクレース……」も同人物に捧げられているからには，いかに彼が重き
を置かれているかがわかる。また，王，王を支える2人の枢機卿，宮廷でのロンサールの立場を好
転させた司教，王妃のもとで重きをなす文化人，和解が成った旧派の大詩人，王の修史官，偉大な
ユマニストで尊敬する師，オデ・ド・コリニーと確かに儀礼上の順序になっているが，詩集全体と
末尾の作品を捧げられたオデ・ド・コリニーが王以上に重視され，宮廷での位階がそれほど高くな
いジャン・ドラが厚く敬意を表されていることがわかる。
　では，なぜ恩人のミシェル・ド・ロピタル（1505ないしは1506－1573）の名が無いのかと言う
と，それは『オード集』第5の書（1552）に大作「マルグリット夫人の大法官ミシェル・ド・Pピ
タルへのオード」Ode　a　Michel　de　L’Hospita1，　Chancelier　de　Madame　Margueritteがすで
に発表されているからであろう。では，王妃カトリーヌ・ド・メディシス（1519－1589）が出てこ
ないのはどうか。これまで『オード集』には，彼女の名が儀礼的には確かに出てきているが，それ
ほど重要性が与えられていなかったようである。しかし，アンリ2世が没して，彼女が摂政となっ
てからは頻繁に作品に登場する。その最たるものが『論説詩』であるのは衆知のとおりである。
　『讃歌集第2の書』はマルグリット・ド・フランスに捧げられたものであり，さらに二篇の「讃
歌」が贈られている。ガスパール・ド・コリニーに贈られた讃歌は兄のオデ・ド・コリニーに対す
る儀礼的なものもあると思われる。
　それでは，〔第1次〕『綜合作品集』（1560）〔「讃歌集」〕ではどうなったか。
第1の書（「いとも高名なる王女，マルグリット・ド・フランス，サヴォワ公妃に捧げられた第
　1の書」Le　Premier　Dedi6　b　Tres　illustre，　Marguerite　de　France，　Duchesse　de　Savoye）
マルグリット・ド・フランス
アンリ2世
マルグリット・ド・フランス
シヤルル・ド・ロレーヌ
ランスロ。カルル
シャルル・ド。ロレーヌ
シャルル・ド・ロレーヌ
ジャン・ド・モレル
第2の書（「いとも高名にして尊さきわまりなきシャチーヨン枢機卿に捧げられた第2の書」Le
　Second　a　Tres量llustre　et　Reverendissime　Cardinal　de　Chastiilon）
オデ・ド・シャチーヨン
オデ・ド・シャチーヨン
ガスパール・ド・コリニー
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オデ・ド・シャチーヨン
ルイ・デ・マジュール　　　Louys　des　Masures，1515？－1574，プロテスタントに改宗した詩
　人。生涯の大部分をロレーヌ家に仕えた。
ジャン・ドラ
オデ・ド・シャチーヨン
ジャン・ブリノンJan　Brinon　　　1555没。パリ高等法院判事。文人，芸術家を愛したバトP
　ンとして知られ，自身も陽気な道楽老で財産を使い果たして独身のまま死んだ。ロンサールは
　『雑詠集』Les　Meslanges　de　P．　de　Ronsard，　d6di6es　a　Jan　Brinon（1555）を彼に捧げ
　たぽかりか，この詩集のなかの七篇をも彼に贈っている。また
昨日ブリノンと
語り，飲まなかったか。
今日はもう彼は
枢のなかのいささかの灰にすぎず，
残るは名前のみ。
（「薔薇，ポワトゥーのギヨーム・オーベールに。アナクレオーンに倣って」〔『続恋愛詩集』
　1555（32）〕）
　と歌われたことによって，彼はあまりにも有名である。
被献呈者無し
　「死の讃歌……」の献呈問題は興味深い。1555年にはこれはピエール・ド・パスカルに贈られた
が，1558年末に彼と仲違いしたロンサールは，1560年の〔第1次〕r綜合作品集』にあたって，パ
スカルの名をジャン・モレルに変えようとしたが，モレルは他人のく抜け殻〉はお断りと言う始
末。その後，モレルの娘にこの工作をしたいきさつが，ビブリオテーク・ナショナルの写本にある
ことが，ポール・ローモニェによって詳しく述べられている。勿論，作品のテキスi’も，被献呈者
が変わったため，変更されたのは言うまでもない。例えぽ
パスカルよ，おまえは私に言うだろう，人間に関する一さいのもの
Paschal，　tu　me　diras　que　toute　chose　humaine
は
マジュールよ，こう言う人がいるだろう，人間に関する一さいのもの
Masures，　on　dira　que　toute　chose　humaine（33）
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と変わっているのは，パスカルの名は2音綴だが，マジ＝一ルは3音綴なので，若干手入れをせざ
るをえないからである。
　第1の書の献呈を見ると，マルグリットの独壇上であることがわかる。『讃歌集』でもその感が
強かったが，さらにアンリ2世も，没後とあって，その位置をマルグリットに譲っている。
　第2の書の献呈を見ると，師のドラと亡くなったジャン・ブリノンを別にすれぽ，完全にオデ・
ド・シャチーヨンに集中している感じを受ける。また，この時期には，ロンサールはプロテスタン
トにきわめて寛大であることがわかる。とにかく，1560年の「讃歌集」は，1555－1556年の『讃歌
集』を，被献呈者別に整理しなおしたものと言える。各詩篇をその題材によって整理したものでは
ないことが「讃歌」の性格をよく表している。
　ところで，「讃歌集」と同様に，被献呈者を位階順に配列したふしが見られる　『オード四部集』
の配列にも目を通して見よう。
第一の書??
5．
6．
???
9．
10．
11．
12．
王へAu　Roi　　アンリ2世
王妃へAla　Roine　　　カトリーヌ・ド・メディシス
マルグリット夫人へAMadame　Marguerite　　マルグリット・ド・フランス
いとも尊きギーズ枢機卿へAu　Reverendissime　Cardinal　de　Guise　　後のシャルル
　・ド・ロレーヌ
アンギャン伯フランソワ・ド・ブールボンのチェレソーレ（34）の勝利La　ViCtoi・te　de
　Frangois　de　Bourbon　conte　d’Anguien　a　Cerizoles　　　アントワーヌ・ド・ブール
　ボン＝ヴァンド・・一・ムの弟
カルナヴァレ殿へAu　Seigneur　de　Carnavalet　　フランソワ・ド≧．カルナヴァレ，
　本名ケノじヌヴノワFrangois　de　Carnavalet（Kernevenoy）1520頃一1571，若い貴族た
　　　　　　　　　　　　　Zキユリ・Ptワイヤル　ちの出世コースであった「王の侍臣団」におけるロンサールの先輩。
同人への利子Usure　h　Luimesme　　　カルナヴァレ
ジャルナックの領主ギ・ド・シャボの勝利La　Victoire　de’Gui　de　LChabot　Seigneur
　de　Jarnac　　　シャボはジョアシャン・デュ・ベレーと縁続きであった。
アンジューの人ジョアジャン・デュ・ベジーへAJodabhim　Du　Bbllai　Angevin　　’ロ
　ンサールの盟友であるプレイヤード派の詩人。
アンジューの人ブー一ジューへABouju　Angevin　　ジャック・ブージューJacques
　Bouju　　　≡E妃の請願委員，ブルターニュの高等法院長。　　　　　　　　　　　　’
ジャン・ドラへAJan　D’Orat
アントワーヌ・ド・バイフへAAnthoine　de　Baif　　ロンサールの友人であるプレイ
　ヤード派の詩人。
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13。ジャソ・マルタンへAJan　Martin　　建築家，詩人，イタリヤの作品を多く翻訳した。
　　　Pンサールの『オード4部集』第1の書の末尾につけた「ピエール・ド・mγサールのオ
　　　ード集第1の書の数節の簡潔なる解明」の著者。
14．ジャン・ドラへAJan　Dorat
15．ポワティエのベルトラン・ベルジェへABertran　Berger　de　Poitiers　　プレイヤー
　　　　　　　　　ブPガ－ド　　　ド派の前身「部隊」の仲間であった牧歌詩人。
16．．アンジューの人ジョアシャン・デュ・ベレーへAJoachim　du　Bellai　Angevin
17．春のさきがけAvantvenue　du　Printens
18．アルシノワ伯のヴァランティーヌを癒やすためのポイボス・アポローンへの祈願Veu　ti
　　　Phebus　Apollon　pour　guarir　la　Valentine　du　Conte　d’Alsinois　　　ロンサールの
　　　友人である詩人，画家のニコラ・ド＝ゾの妻。
19．　ピェール・パスカルへAPierre　Paschal　　王の修史官
20．己の竪琴へAsa　Lire
となって，王，王妃，rE妹，枢機卿，大貴族，先輩，友人と儀礼的な順序で続くが，師のドラの位
置が理解に苦しむ。『オード集』は以上のように，被献呈者自身が題材であって，詩人は彼に直接
呼びかけるのであるから，内容の制限はさほどなく，かなり自由に書けるが，「讃歌集」の場合は
このように被献呈者とその配列を考慮に入れたうえで，題材との一致ないしは調和を考えざるをえ
なくなる。
13．被献呈者と作品の関係
「讃歌」の被献呈者と贈られた「讃歌」の内容を表にすると次のとおりになる。
バッコス　　　　　ジャン・ブリノン
正義　　　　　　　シャルル・ド・ロレーヌ
哲学　　　　　　　オデ・ド・シャチーヨン
運命　　　　　　幽オデ・ド・シャチーヨン
霊鬼　　　　　　　　ラソスロ・カルル
天空　　　　　　　ジャン・ド・モレル
天体　　　　　　　メラン・ド・サン＝ジュレー
死ピエール・ド・パスカル→ルイ・デ・マジュール
黄金　　　　　　　ジャン・ドラ
キリスト教徒ヘーラクレース
　　　　　　　　　オデ・ド・シャチーヨン
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永遠　　　　　　　マルグリット・ド・フランス
カライスとゼーテース
　　　　　　　　　マルグリット・ド・フランス
ポリュデウケースとカストール
　　　　　　　　　ガスパール・ド・コリニー
春　　　　　　　　フルーリモン・ロベルテFleurimont　Robertet
　　　1569年没。名家ロベルテの一員で。シャルル8世，ルイ12世，フランソワ1世の大蔵大臣
　　　であった有名なフロリモン・ロベルテの孫。1559年から国務大臣。数々の重要な外政を担
　　　当した。
夏　　　　　　　　　フルーリモソ・ロベルテFleurimont　Robertet
　　　ロベルテ・ド・フレーヌRobertet　de　Fresne，1567年没。有名なフロリモン・ロベルテ
　　　の甥の息子。1558年から国務大臣。数々の重要な内政，とくにユグノーとの交渉を担当し
　　　た。
秋ローベピーヌ（クロード・ド・ローベピーヌClaude　de　Laubespine），
　　　1567年没。カトー＝カンブレジス条約の交渉役の1人で，条約起草も担当した。1559年よ
　　　り国務大臣。
冬　　　　　　　　フールタン
　　　ポワシー近郊ヴィレンヌの領主ジャック・ブールダンJacques　Bourdin，1567年没。国
　　　務大臣。
星　　　　　　　　ピブラック
　　　ギ・デュ・フォール・ド・ピブラックGuy　du　Faur，　sieur　de　Pibrac，1529－1584，
　　　雄弁家，詩人，パリ最高法院検事総長，枢密顧問官。
メルクリウス　　　クロード。ビネClaude　Binet
　　　1553－1600，司法官，詩人，ロンサールの友人で，遺言執行者の1人。現在にいたるまで
　　　ロンサールの伝記の土台をなす『ロンサール伝』（1586）を著わす。
　バッコスとジャン・ブリノンの組合わせは当時にあってはこれほどぴったりなものはない。「バ
ッコスの讃歌……」を書いてブリノンに贈ったと言うより，ブリノンに贈る詩集（『雑詠集』）のな
かに，彼にもっともふさわしい「バッコス」を入れたと考えられる。
この葡萄の収穫時にこれ以上のことができようか，
酒盃の讃辞を歌った後では，
バッコスとその祭礼を称えるほかには……
（バッコスの讃歌……」1－3行（35））
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と，ブリノンから贈られた酒盃を称える「酒盃のエレジー，ジャン・ブリノンへ」El6gie　du　verre，
AJan　Brinon（『雑詠集』1555）の後で，さらに機iは熟したことをうかがわせる。
　「正義」が司法大臣であるシャルル・ド・ロレーヌに贈られたのは順当な選択といえる。
　「哲学」は前述のとおり，学問の綜合であり，知の最高峰に位置するものであり，『讃歌集』を
捧げたナデ・ド・シャチーヨンに最もふさわしいものであるし，オデ自身も哲学を愛していたとい
う同時代人の言葉もある。「運命」は，同じく哲学的主題にはいる作品を，「哲学」を贈った同一人
に合わせたのと，最大の庇護者に好運を祈る詩人の心を表したのであろう。
　「霊鬼」は，カルルがデモノロジーに関心を持っていたうえに，ロンサールの『オード四部集』
をめく・る新旧両派の葛藤のときにとったカルルの好意的な態度に感謝して，メランに「天体の讃歌
……vを送ることを考慮した結果，「霊鬼……」を贈ったものであろう。
　「天空」は，当時の知的サロンの中心人物であり，プラトーン主義哲学に関心を寄せていたモレ
ルにふさわしいものとして，ロンサールが「ムーサたちの讃歌」を贈りたいと考えていたが，それ
が実現しなかったため，関連のある「天空……」を贈ったのであろう。
あなたのために，ムーサたちの讃歌をゆるりと書きあげている間に，
今あなたにお贈りするこの天空の讃歌に好意をお寄せFさい，
現世にお出ましになるはるか以前から
天空に精通されていたうってつけのあなたに贈ります。
（「天空の讃歌……」9－12行（36））
「天体の讃歌……」の冒頭では
天空まで駈け昇り（許されるなら）
感嘆すべき天体の秘密を探り，
われらの宿命を担う天体の姿を歌ってみたい。
それはおまえへの贈りものだ，メランよ，天の子よ，
蜜蜂が食べものの代わりにタイムとメリッサ草を
おまえに食べさせたとき，揺藍でおまえが味わった
蜜の甘さから名を取ったメランよ。
だからもしおまえ以外の者に私の詩を捧げるなら，
私の詩にも，私にも泥を塗ることになろう。
おまえこそ天空の歩みに精通し，私が語る天体の
力とその影響を知っているからだ。
（「天体の讃歌……」8－18行（37））
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これでわかるようにサン＝ジュレーは占星術愛好者であった。
　「死」を贈られて喜ぶ者はそういないだろう。だからロソサールは「死の讃歌・…’・　一」を独創的な
企であると力説し過ぎている嫌いがある。モレルがパスカルの後釜の献呈を断ったのも，「死」が
歓迎されなかったせいかも知れない。結局，ロレーヌ家の庇護を受けて，『アエネーイス』の翻訳
（1547－1560）を発表したデ・マジュールに献呈された。
　「黄金」はその名の響きが黄金に似ているドラに贈られた。「ヘーラクレース」・は，この英雄が
「徳」vertuを選んだように，オデ・ド・シャチーヨンへも「徳」を選ぶようにすすめたいのであ
ろうし，自らの恩人，フランス宮廷の重臣にヘーラクレースのごとくあれというのは最高の讃辞に
なるであろう。
　マルグリヅト・ド・フランスは「永遠」のように，永遠の讃辞に価いする，とアルベール・ピは
説明しているが（38），こんな風に主観的な説明では誰にでもあてはまってしまう。
　「ヵラィスとゼーテース」，「ポリュデウケースとカストール」は，寓意的な神話と言える。被献
呈者に対する直接的な讃辞を避けて，詩人は神話の内容を詩人の身近な事件にあてはめるのであ
る。「カライスとゼーテースの讃歌……」では，北風神ボレアースの子で，翼を使って空を飛んだ
カライスとゼーテースがアルゴナウテースたちの遠征に加わって，怪鳥ハルピュイアたちに悩まさ
れ続けているピーネウス王を救う，という寓話をロγサールは彼自身とメラン・ドー’サン＝ジュレ
ーとの葛藤にあてはめる。それに，ロンサールはマルグリット自身が直接の讃辞を好まぬことをこ
うした選択の理由にあげている。
……?ﾈたがおっしゃるには，
高みにいまし，その栄光が
常に歌われるべき方の他は称えてはならない。
このように，あなたは讃められるのがお気に召さない，
そして，いつも顔を赫らめなさる，わずらわしい詩で
あまりに讃めそやされて耳を汚されはしないかと，
或いは首をお振りになったり，尊い眼で
おべっか使いは不愉快という素振をお見せになる。
ゆえに，輝かしい王女よ，私が目にした御身振りからすれぽ，
あなたを称えないか，きわめてさらりと称えるべきで，
庶民が好むようには，讃辞でもって，
あなたの御気に召そうとせずに，己の主題を追究すぺきです。
（「カライスとゼーテースの讃歌」15－26行（39））
しかし，これは程度の差こそあれ，或る物一具体的なものから抽象的なものまで一或る人物を
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称えることによって，別の者（被献呈者）を称えるという，間接的賞讃を旨とする「讃歌」の本質
の一つである。
　「ポリュデウケースとカストール」はゼウスの子供で，ポルユデウケースは拳闘の名手，カスト
ールは戦争の術にすぐれていた。ガスパールにこの讃歌を贈ったということは，兄弟愛で知られる
ディオスクーロイ（ゼウスの息子たち）の寓意を贈ったことであり，兄のオデ・ド・シャチーヨン
を称えたことにもなるわけである。
　「春」「夏」「秋」「冬」は当時の四人の国務大臣に贈ったもので，まさにうってつけの組み合わ
せである。
　「星」は，「天体」を贈られたサン＝ジュレーがこの世を去った後なので，「天体」の被献呈者を
変えることなく，再び「星」に挑戦したものであろう。詩人でもあるピブラックは1573年にr田舎
生活の楽しみ』をロンサールに献じている。ポール・ローモニエによれば，「星……」は聖バルテ
ルミーの虐殺の後で輝いた「新しい星」を見て，ロンサールが書いたものだと言う。人間の運命は
星に支配されると考えたロソサールが，恩人のガスパール・ド・コリニー提督の非業の死を思い，
政治家，外交官，司法官として絶頂をきわめているピブラックに自重を求めたのであろう。
14．「讃歌集」の評価
　「讃歌集」の流行はルイ13世の時代（1582－1618）まで続き，「讃歌集」だけ別に版を重ね，16
世紀の詩人，ユマニストとして知られたパンタレオン・テヴナン，セザール＝ピェール・リシュレ
（1631－1698）などによって註釈を施された。「哲学の讃歌……」は1582年にテヴナンによって，
たっぷり街学的な註を施されて，独立して出版された。ギヨーム・コルテ（1598－1659）はrフラ
ンス詩人の生涯』において，ロンサールの「讃歌集」が
きわめて優れており，私見では，オルペーウス，ホメーロス，カリマコス，マルルスを消し去
る。彼の作品中で彼らの作品を一分模倣したとはいえ。
と大へんな讃めようである。このように，「讃歌集」は同時代には大いにもてはやされた。ブラン
トーム（1540頃一1614）が伝える（『著名貴婦人列伝』〔1578－1584頃〕）有名な話にょれぽ，バイ
ヤールの甥の子であったプロテスタントのシャステラールがメアリ・スチュアートに叛いた科で死
刑に処せられることになったが，聖書の助けも，牧師の助けも，聴罪師の助けも階りず，己の永遠
の慰めとして，「死の讃歌……」を初めから終りまで読んだと言う。
　ところが，「讃歌集」はロンサールの他の作品同様に読まれなくなって，ロンサールの復権に大
いなる貢献をしたサント＝ブーヴ（1804－1869）さえも，その『ロンサール選集』の「讃歌集」の
解説で，次のように「讃歌集」を酷評した。
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このうえなく学問的な神話，とどまるところを知らぬ天文学的寓意，プラトーン主義とキリスト
教の雑然たる混滑が，当時にはきわめて讃美されたこれらの詩を，われわれにとってはほとんど
理解し難く，全く退屈な読物にしている（40）
因みに，サント＝ブーヴが『Pンサール選集』に掲載した「讃歌」は「春の讃歌……」僅か1篇で
ある。
　しかし，ロマン主義の勃興とともに中世・ルネサンスが見直され，サソト＝ブーヴによるロンサ
ールの復権以後も，「讃歌集」は他の作品に寄せられるほどの注目をされることはなかった。プレ
イヤード派研究の古典的大著rプレイヤード派の歴史』全四巻（1939－1940）を書いたアンリ・シ
ャマールは同著で，
　『讃歌集』はこれまでいかなる専門研究の対象にもならなかった（41）。
と言わねぽならなかった。それに，シャマールは『フランス文学辞典，16世紀』（1951）において，
「讃歌」をくさまざまな主題＞Sujets　vari6sを扱い，初めはプレイヤード派の詩人にとっても，
＜漠としたジャンル＞Genre　ind6termin6であったのであり，　Pンサールの『讃歌集』（1555）以
後，概念が明確になった，と述べたあと，「讃歌」の説明を企てているが，とても十分に解明された
とは言えない。1962年にミシェル・ダッソンヴィルは，「ロンサールの讃歌の定義のための要素」
E16ments　pour　une　d6finition　de　I’hymne　ronsardien，＜Bibliothさque　d’Humanisme　et
Renaissance＞t．　XXIVの冒頭で，
Pンサールの作品のなかで「讃歌集」ほど温く迎えられた作品は少ない
と，発表された頃の好評ぶりを語っている。したがって，
かつてロンサールの傑作であったものが，今日なお彼の最大の失敗作と映る始末である（42）。
というわけだが，これは「讃歌集」がロンサールの失敗作と言うより，読者の詩に対する期待感の
大きな変化が問題であろう。
結 び
　このように検討してみると，「讃歌集」はロンサールにとってはその詩業の達成に最もふさわし
いジャンルの一つではなかったかと思われる。とにかく，「オード集」と「論説詩」と「フランシ
ァード』という野心作をつなぐ重大な作品であった。「オード集」に倦き足りなかったPンサール
が「讃歌集」に挑戦し，さらにその熱意が政治に向かって進んだのが「論説詩」，叙事詩に向かっ
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て進んだのが「フランシァード」であったと思われる。
「オード」と「讃歌」の関係，その他さらに幾つかの重要な問題が残されているが∫次回に譲る。
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